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奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

令和8年7月31日現在

人　口／ 2,743 人
　男　／ 1,272 人　女　／ 1,471 人　世帯数／ 1,598 戸
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　 町のニュース
　 中学校だより
　 国際交流員

　 議会だより　ＶＯＬ．203
　 お知らせ
　 ヘルスメイト ほか



　雨天での開催となり昨年には及びませんでした
が、約１万人の来場者で会場は熱気に包まれました。
　この港まつりの開催にあたり、運営を支えていた
だきました関係者の方々をはじめ、ご協賛をいただ
きました各社様、華麗な衣装や優美な踊りを披露し
ていただいたよさこいチームの方々、また、会場周辺
の住民の皆様方のご理解ご協力に感謝いたします。

　第６１回奈半利町港まつりを
　　　８月１６日（日）に行いました。第６１回奈半利町港まつり開催 ☆

町
の
ニ
ュ
ー
ス

　【お詫びと訂正】
　本町広報誌令和8年7月号の少年野球の記事において大会名に誤りがございました。関係者の皆様
に深くお詫び申し上げますとともに、次のとおり訂正いたします。
　　　　　【誤】小学生野球室戸大会　　　　【正】小学生野球低学年大会

　6年生6人・5年生3人・4年生6人・3年生1人・2年生1人の
計17人で活動しています。
　練習日は【月曜日17：00～】【水曜日17：00～】【土曜日（午
前）8：30～（午後）13：30～（午前午後どちらかで行ってい
ます）】で小学校のグラウンドと緑地公園で行っていますの
で、どの学年の子どもさんでも大歓迎です。

　奈半利スポーツ少年団は、選手権大会で１回戦を突破す
るなど力をつけてきました。8月2日（日）には、6年生最後
の公式戦【葉山大会】に出場してきました。結果は、葉山
メッツに負けてしまいましたが、子どもたちは持っている
力を十分に出していたと思います。9月からは、5年生主体
の新チームとして活動していきます。これからもあたたか
いご声援よろしくお願いします。
※また野球に興味のある小学生は、いつでも練習に遊びに
きてください！

公式戦の成績

7月11日（土）　野市青少年センター
奈半利スポーツ少年団　8―3　五台山レッズ・昭和ワンダフル連合

7月12日（日）　　野市青少年センター
奈半利スポーツ少年団　6―9　江陽スピリッツ

7月26日（日）　安芸市営球場
東部地区6年生合同チーム　1―2　中央・津田イーグルス（島根県）

　
8月2日（日）　葉山運動公園

奈半利スポーツ少年団　2―9　葉山メッツ

　8月23日（日）　JAアグリあなんスタジアム
【1回戦】

奈半利スポーツ少年団　10―9　jindoarirengSportsClub（韓国）
【2回戦】

奈半利スポーツ少年団　　5―6　桑野シルバータイガース（徳島県）

奈半利スポーツ少年団について

アジアTボール国際大会（徳島県）

弥太郎杯

葉山大会

小学生野球選手権大会
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　8月13日（木）、奈半利小学校体育館において、
奈半利町体育会主催の令和8年度奈半利町バドミン
トン大会が開催されました。

◆　　　◆

　本大会は、申込者の実力や経験年数により当日ペ
アを決定する方式の、参加者同士の交流を兼ねた大
会で、リーグ戦を行いました。
　今年の参加者は、町内外バドミントン部員を中心
に8ペア16人の参加があり、鋭いスマッシュやラリ
ーの応酬など、日ごろの練習量を表すような熱戦が
繰り広げられました。優勝、準優勝をかけた試合で

は、どちらも引けを取らず、見ているこちらが緊張
してしまうほどの白熱した試合でした。
　閉会式では、1部及び2部の優勝、準優勝ペア
に、表彰状の贈呈、また参加者全員に賞品が贈呈さ
れました。

◆　　　◆

　奈半利町バドミントン部は、奈半利小学校体育館
で毎週月曜・木曜の午後7時30分から練習を行って
います。バドミントンに興味のある方、楽しく運動
をされたい方は、一度練習を覗いてみてはいかがで
しょうか。

奈半利町バドミントン大会開催

☆大会結果☆

１　部
　優　勝
　　岡村・祖川 ペア
　準優勝
　　長谷川・長谷川 ペア

２　部
　優　勝
　　小山・山本 ペア
　準優勝
　　町田・久保 ペア

　2026米ケ岡里山フェス（第2回）を開催
　8月9日（日）に2回目の米ケ岡里山フェスを開催
しました。

◆　　　◆
　このイベントは小学生までの子どもがいるご家
族を対象に、年間4回開催するものです。自然豊か
な米ケ岡地区で地域住民と交流しながら稲作をは
じめとするさまざまな自然体験を通じて、農業や
自然を守ることの大切さを知り、地域への親しみ
や関心を持ってもらうことを目的としています。
　今回は12世帯30人のご家族に参加いただきまし
た。当日は昆虫採集を楽しみながら自然の中での
生き物が果たす役割について学ぶ貴重な機会とな
りました。

　また、奈半利町婦人会の皆様のご協力のもと、
流しそうめんやBBQを実施、参加者の皆さんは豊
かな自然の中で味わう食事を通して、奈半利町並
びに米ケ岡地区の魅力をより一層実感されている
様子でした。
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キャリア教育学習　未来の自分を描く～ 「働く意味」と「自己理解」を学ぶ ～キャリア教育学習　未来の自分を描く～ 「働く意味」と「自己理解」を学ぶ ～

防災学習　南海トラフに備えちょく！防災学習　南海トラフに備えちょく！

3年生　手話教室3年生　手話教室

SNSとネット上のトラブルを考える　「 情報モラル教室 」SNSとネット上のトラブルを考える　「 情報モラル教室 」

租税教室　「日本の未来をみんなで考えよう」租税教室　「日本の未来をみんなで考えよう」

科学の甲子園ジュニア高知県大会出場（予選大会）
めざせ科学の頂点！～ チームワークで予選突破 ～
科学の甲子園ジュニア高知県大会出場（予選大会）
めざせ科学の頂点！～ チームワークで予選突破 ～

高校説明会　進路への第一歩～ 進路選択のヒントをつかむ ～ 高校説明会　進路への第一歩～ 進路選択のヒントをつかむ ～ 

Vol.81

　7月2日（木）に、3年生を対象に、室戸高等学校の岡本純人校長先生、安芸高等学校の土方聖志副校長先生、中芸高等学
校の岩原崇文教頭先生と、本校卒業生の谷末美海さんをお迎えし「高校説明会」を開催しました。各校の特色や魅力ある学
びなどについて熱心にお話しいただきました。真剣な表情で聴く3年生の姿がとても印象的でした。生徒たちにとっても「自
分が高校で何を学びたい」かを考える大きなヒントとなり充実した時間となりました。平日にもかかわらずお忙しい中、ご参
加いただきました保護者の皆様ありがとうございました。
　9月からは、県内の高等学校で体験入学が始まります。各ご家庭でもぜひ、今後の進路についてお子様と話し合ってみて
ください。

　7月5日（日）に、高知県内5カ所（東部地区、中部地区2カ所、西部地区、高知市）に分かれ、科学の甲子園ジュニア高知県
大会（予選会）が行われました。中学生が理科や数学などの探究課題を協働して取り組むことを通じて、科学の楽しさ、面白
さを知り、科学と実生活・実社会との関連に気づき、科学を学び実感することを目的としています。本校は、東部地区会場の
安田町文化センターに出場しました。今年度、奈半利中学校からは、「奈中2年、奈龍」の2チームが予選会に出場しました。 
筆記競技の結果の上位12チームが本選に参加できます。

　6月29日（月）に、あしあとみらい研究所の小松亮介さんを講師にお迎えし、キャリア教育学習会を開催しました。変化の
厳しい社会を生き抜く生徒たちにむけて、これからの進路選択や生き方を考える貴重な時間となりました。講演では、将来
「何のために働きますか？」という問いかけから始まり、未来の社会で求められる力について話していただきました。
　また、「仕事を選ぶために必要な自己理解」として、自分の強みや価値観を知ることの大切さを学び、実際に厚生労働省の
「Job・tab」にも挑戦しました。生徒たちは、ワークシートを活用し未来の自分を想像しながら、自身の新たな可能性について
真剣に考えていました。

　7月7日（火）に、社会科の時間に特別授業として、3年生を対象に「租税教室」を実施しました。当日は、奈半
利町役場の総務課の吉村さんをお迎えし、①税の意義と種類②税金の使われ方・仕組み③日本の財政の現状と課題
についてスライドや資料を活用して分かりやすく教えていただきました。

　7月8日（水）に、教職員を対
象に、香南市教育委員会の三木
守氏を講師としてお招きし、校
内研修「防災教育」を実施しま
した。学校で万が一の事態に備
え、海に近い本校では、南海ト
ラフ地震発生時の迅速な非難が
不可欠です。いざというときに
大切な子どもたちの命を守るた

め、私たち教職員自身が「自ら的確に判断し、組織的に動く力」
を身に付けるべく、専門性の高い講師から実践へつながる学習会
を行いました。
　講話内容は、三木講師が実際に現地で聴き取ったの聴き取り、
実際の写真や被災の具体的な状況をお話しいただきました。

（学習資料の抜粋）

　現在、子どもたちの生活においてスマートフォンやSNSは非常に身近なものと
なっています。一方でネット上のトラブルや犯罪被害に巻き込まれるリスクも高
くなり懸念しているところです。そこで、本校では生徒たちがSNSなどのネット
上における危険性を正しく理解し、トラブルを未然に防ぐとともに、情報等を適
切に判断できる力を身に付けることを目的として、全校生徒で情報モラル教室を
行いました。
　7月9日（木）に、高知県安芸警察署より刑事生活安全課の中越智也さんを講師
としてお招きし、過去の事例を交えながら具体的なリスクや身を守るための知識
についてお話をいただきました。

　7月13日（月）に、上村由子さんと中平哲夫さんの2人をお迎え
し、3年生を対象に手話教室を開催いたしました。今年は、工作を一
緒につくることで、聴覚障がいのある方への理解を深め、手話や口
話によるコミュニケーションの基礎を身に付けるとともに、相手を
尊重し、思いやりの心をもって接する態度を養うことを目的として
います。本校では、毎年交流学習を行っており、この学びをきっか
けに、誰もが暮らしやすい町にするために自分たちにできること
を、これからも一人一人が考えてほしいと思います。

生徒の振り返り
税についての授業を受け、私はすべての人と公共施設にも税金が使われて
いると知りました。高知県の中学生1人あたり1カ月に約175,100円もの
税金が使われていることも分かった。
税金は私たちの生活にすごく関わっていて、税金があることで過ごしやす
い町がつくられていることが分かりました。
僕は税金がなかったらほしいものが少し安く買うことができるし、食べた
いものも安く買うことができてうれしいですが、税金で助けられている人
もいると思うので改めて税金は大切だと思いました。
私は、税の授業を受けて、税にもそれぞれ種類があること、人々が協力し
てくれていることを改めて感じました。また、その税金で建物などたくさ
んのものが成り立っていることが分かりました。少し気になったのは、
今、税金を何に一番使っているのか知りたいと思いました。

備えとは
今日、明日に備えている
　　既に話し合い、対策をしている
来月に備える
　　家族の話し合い、家具の固定をする
　　危険箇所と複数の避難場所を確認する
10年後、30年後に備える
　　震災は後ほどエネルギーが蓄積する
　　子どもたちの未来は、備えを更新する
　　「 防災文化 」で守る

皆で、1㎜でも高く1㎜でも遠くに
100回逃げて、100回津波が来なくても101回
目も逃げる
避難は、関連死の予防を想定する
皆で、未来を生きる。ために、私が起点になる。
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キャリア教育学習　未来の自分を描く～ 「働く意味」と「自己理解」を学ぶ ～キャリア教育学習　未来の自分を描く～ 「働く意味」と「自己理解」を学ぶ ～

防災学習　南海トラフに備えちょく！防災学習　南海トラフに備えちょく！

3年生　手話教室3年生　手話教室

SNSとネット上のトラブルを考える　「 情報モラル教室 」SNSとネット上のトラブルを考える　「 情報モラル教室 」

租税教室　「日本の未来をみんなで考えよう」租税教室　「日本の未来をみんなで考えよう」

科学の甲子園ジュニア高知県大会出場（予選大会）
めざせ科学の頂点！～ チームワークで予選突破 ～
科学の甲子園ジュニア高知県大会出場（予選大会）
めざせ科学の頂点！～ チームワークで予選突破 ～

高校説明会　進路への第一歩～ 進路選択のヒントをつかむ ～ 高校説明会　進路への第一歩～ 進路選択のヒントをつかむ ～ 

Vol.81

　7月2日（木）に、3年生を対象に、室戸高等学校の岡本純人校長先生、安芸高等学校の土方聖志副校長先生、中芸高等学
校の岩原崇文教頭先生と、本校卒業生の谷末美海さんをお迎えし「高校説明会」を開催しました。各校の特色や魅力ある学
びなどについて熱心にお話しいただきました。真剣な表情で聴く3年生の姿がとても印象的でした。生徒たちにとっても「自
分が高校で何を学びたい」かを考える大きなヒントとなり充実した時間となりました。平日にもかかわらずお忙しい中、ご参
加いただきました保護者の皆様ありがとうございました。
　9月からは、県内の高等学校で体験入学が始まります。各ご家庭でもぜひ、今後の進路についてお子様と話し合ってみて
ください。

　7月5日（日）に、高知県内5カ所（東部地区、中部地区2カ所、西部地区、高知市）に分かれ、科学の甲子園ジュニア高知県
大会（予選会）が行われました。中学生が理科や数学などの探究課題を協働して取り組むことを通じて、科学の楽しさ、面白
さを知り、科学と実生活・実社会との関連に気づき、科学を学び実感することを目的としています。本校は、東部地区会場の
安田町文化センターに出場しました。今年度、奈半利中学校からは、「奈中2年、奈龍」の2チームが予選会に出場しました。 
筆記競技の結果の上位12チームが本選に参加できます。

　6月29日（月）に、あしあとみらい研究所の小松亮介さんを講師にお迎えし、キャリア教育学習会を開催しました。変化の
厳しい社会を生き抜く生徒たちにむけて、これからの進路選択や生き方を考える貴重な時間となりました。講演では、将来
「何のために働きますか？」という問いかけから始まり、未来の社会で求められる力について話していただきました。
　また、「仕事を選ぶために必要な自己理解」として、自分の強みや価値観を知ることの大切さを学び、実際に厚生労働省の
「Job・tab」にも挑戦しました。生徒たちは、ワークシートを活用し未来の自分を想像しながら、自身の新たな可能性について
真剣に考えていました。

　7月7日（火）に、社会科の時間に特別授業として、3年生を対象に「租税教室」を実施しました。当日は、奈半
利町役場の総務課の吉村さんをお迎えし、①税の意義と種類②税金の使われ方・仕組み③日本の財政の現状と課題
についてスライドや資料を活用して分かりやすく教えていただきました。

　7月8日（水）に、教職員を対
象に、香南市教育委員会の三木
守氏を講師としてお招きし、校
内研修「防災教育」を実施しま
した。学校で万が一の事態に備
え、海に近い本校では、南海ト
ラフ地震発生時の迅速な非難が
不可欠です。いざというときに
大切な子どもたちの命を守るた

め、私たち教職員自身が「自ら的確に判断し、組織的に動く力」
を身に付けるべく、専門性の高い講師から実践へつながる学習会
を行いました。
　講話内容は、三木講師が実際に現地で聴き取ったの聴き取り、
実際の写真や被災の具体的な状況をお話しいただきました。

（学習資料の抜粋）

　現在、子どもたちの生活においてスマートフォンやSNSは非常に身近なものと
なっています。一方でネット上のトラブルや犯罪被害に巻き込まれるリスクも高
くなり懸念しているところです。そこで、本校では生徒たちがSNSなどのネット
上における危険性を正しく理解し、トラブルを未然に防ぐとともに、情報等を適
切に判断できる力を身に付けることを目的として、全校生徒で情報モラル教室を
行いました。
　7月9日（木）に、高知県安芸警察署より刑事生活安全課の中越智也さんを講師
としてお招きし、過去の事例を交えながら具体的なリスクや身を守るための知識
についてお話をいただきました。

　7月13日（月）に、上村由子さんと中平哲夫さんの2人をお迎え
し、3年生を対象に手話教室を開催いたしました。今年は、工作を一
緒につくることで、聴覚障がいのある方への理解を深め、手話や口
話によるコミュニケーションの基礎を身に付けるとともに、相手を
尊重し、思いやりの心をもって接する態度を養うことを目的として
います。本校では、毎年交流学習を行っており、この学びをきっか
けに、誰もが暮らしやすい町にするために自分たちにできること
を、これからも一人一人が考えてほしいと思います。

生徒の振り返り
税についての授業を受け、私はすべての人と公共施設にも税金が使われて
いると知りました。高知県の中学生1人あたり1カ月に約175,100円もの
税金が使われていることも分かった。
税金は私たちの生活にすごく関わっていて、税金があることで過ごしやす
い町がつくられていることが分かりました。
僕は税金がなかったらほしいものが少し安く買うことができるし、食べた
いものも安く買うことができてうれしいですが、税金で助けられている人
もいると思うので改めて税金は大切だと思いました。
私は、税の授業を受けて、税にもそれぞれ種類があること、人々が協力し
てくれていることを改めて感じました。また、その税金で建物などたくさ
んのものが成り立っていることが分かりました。少し気になったのは、
今、税金を何に一番使っているのか知りたいと思いました。

備えとは
今日、明日に備えている
　　既に話し合い、対策をしている
来月に備える
　　家族の話し合い、家具の固定をする
　　危険箇所と複数の避難場所を確認する
10年後、30年後に備える
　　震災は後ほどエネルギーが蓄積する
　　子どもたちの未来は、備えを更新する
　　「 防災文化 」で守る

皆で、1㎜でも高く1㎜でも遠くに
100回逃げて、100回津波が来なくても101回
目も逃げる
避難は、関連死の予防を想定する
皆で、未来を生きる。ために、私が起点になる。

◀ なはり広報　NO.3685



外国語指導助手

　私は2年前に奈半利町に来ました。
私の故郷は山と海がなく、平地しかな
い場所だったので奈半利の自然と景色
は印象的でした。奈半利に行くことに
なってから奈半利に住むことを本当に
楽しみにしていました。
　楽しみにはしていたものの、不安な
こともありました。一番不安だったこ
とは、引っ越しや新しい仕事を始める

ことなどではなく、スーパーに買い物に行くことやコーヒーを
買うことなどの日常生活のことでした。アメリカで普通にでき
ていたことが日本に来た最初の頃は難しく苦労しましたが、間近で日本語を聞いたり、話したりしたこ
とでよい経験になりました。また、大変でしたが、簡単な日常生活の仕方を学び、だんだんこの生活に
も慣れてきました。
　私はこれまでさまざまな地元の行事に参加し、地元の人々と交流したことにより、コミュニティーの
一員のような気持ちを感じています。
　奈半利町に来てから、数え切れないほど素晴らしい経験をしています。例えば、港祭りでよさこいを
踊ったこと、町民運動会で綱引きをしたこと、中学校の吹奏楽部と一緒に演奏したことは特にいい思い
出です。

　みなさん、こんにちは。私の名前はミケールです。ニュージーランドのクラ
イストチャーチ出身です。今年の9月から、奈半利町で新しいALTとして勤務
することになりました。
　私はフィリピンで生まれましたが、14歳の時に家族と共にニュージーラン
ドへ移住しました。ニュージーランドでは、カンタベリー大学を卒業し、そこ
で美術を専攻しました。卒業後まもなく、小学生から社会人まで、あらゆる
年齢層の生徒を対象に美術の家庭教師として働いていました。これまでの
経験を活かして、ここで英語を教え、私の文化を紹介し、視覚的にも魅力的

な英語学習法を提供していきたいと思っています。また、ニュージーランド滞在中はフェンシングのコー
チも務めていました。フェンシングを始めたのは高校時代です。卒業後は地元のフェンシングクラブで
コーチを始め、生徒たちがフェンシングを楽しく学び、大会に参加できるようサポートしてきました。
 8月に奈半利町に来て以来、奈半利町での生活を心から楽しんでいます。地域の方々の親切さとおも
てなしへの感謝の気持ちを込めて、地域社会に貢献していきたいと思っています。英語のサポートやア
ート・デザインの助言が必要な場合は声をかけてください。また、イベント活動には積極的に参加した
いと思っているのでぜひ誘ってください。どうぞよろしくお願いいたします。皆様とお知り合いになれるこ
とを楽しみにしています。

☆  これからもよろしく
　　　　　　お願いします！ ☆

☆  よろしくお願いいたします ☆

　当町の外国語指導助手（ALT）として新しく働く、ニュー
ジーランド出身のLopez Mikhail（ロペス・ミケール）さん
を８月５日に高知龍馬空港でお出迎えをしました。
　今後につきましては、子どもたちの授業及び行事の参加や、
住民の方を対象とした英会話教室の開催などの教育活動を実
施してまいりますので、皆様のご支援を賜りますようお願いい
たします。

Mahula Maegan
マフラ　  メガン

Lopez　Mikhail
ロペス    ミケール

新しいALTを奈半利町にお出迎え！
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４０
歳
〜
７４
歳
の
奈
半
利
町
国
保
に
加
入
の
皆
さ
ま
へ

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を

　
　
　
　
　受
診
し
ま
し
ょ
う

　
あ
な
た
は
毎
年
、
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）
を
受
け
て
い
ま
す

か
。

　
健
診
の
目
的
は
、
か
ら
だ
の
異
常

を
早
期
発
見
し
早
期
治
療
す
る
こ
と

と
、
体
の
状
態
を
知
っ
て
健
康
の
た

め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
行
い
、

次
の
健
診
で
そ
の
成
果
を
確
認
す
る

こ
と
で
す
。
今
回
異
常
が
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
１
年
後
に
は
病
気
の
芽

が
育
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
定
期
的
に
健
診
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

　
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
診
し

て
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
生
き
生

き
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

・
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
に
加
入
し
て
い
る
40
〜
74
歳

の
人

　
※
本
年
度
中
に
40
歳
に
到
達
す
る

人
（
昭
和
61
年
４
月
１
日
〜
昭
和

62
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人
）
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

●
受
診
で
き
る
と
こ
ろ

●
特
定
健
診
実
施
に
つ
い
て

　
８
月
３
日
・
４
日
に
奈
半
利
町
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
特
定
健
診
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
診
者
は
２
日
あ
わ
せ
て
１
８
２

人
と
多
く
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。　

　
次
回
の
集
団
健
診
は
11
月
29
日

（
日
）
で
す
。ま
だ
受
診
し
て
い
な
い

方
は
受
診
を
し
、
自
分
の
健
康
状
態

を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

★
よ
り
多
く
の
人
に
健
診
を  

　受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

　
特
定
健
診
を
申
し
込
み
さ
れ
て

い
な
い
人
を
対
象
に
、
電
話
や
訪

問
に
よ
る
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

★
75
歳
以
上
の
人
へ

　
対
象
者
の
方
へ
、
水
色
の
封
筒

で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る

健
康
診
査
の
受
診
券
と
案
内
が
届

き
ま
す
。

★
国
保
以
外
の
保
険
に
　
　

　
　
　加
入
し
て
い
る
人
へ

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、

各
医
療
保
険
者
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
隔
年
受
診
者
の
方
へ

　
今
年
度
は
隔
年
受
診
者
（
毎
年

健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
）
に

　　
奈
半
利
町
役
場
住
民
福
祉
課

☎
（
38
）
8
1
8
1

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

健やか犬
　健（ケン）犬（ケン）

健康づくり声かけ隊長
　　　　　　古江掛増代

　
　
集 

団 

健 

診
　　
　
　

◆
健
診
日

　
11
月
29
日（
日
）※
午
前
の
み

◆
健
診
場
所

　
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
中
芸
5
カ
町
村
ど
こ
の
健
診
会

場
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
個 

別 

健 

診
　　
　
　

　個
別
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
受
診
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す

の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
健
診
日

　
希
望
す
る
時
期
に
受
診
で
き
ま
す
。

◆
健
診
場
所

　
県
内
の
登
録
医
療
機
関
で
受
診

で
き
ま
す
。

※
医
療
機
関
で
の
受
診
に
際
し
て

は
、
予
約
等
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
持
ち
物

　
①
資
格
確
認
書
も
し
く
は
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
　
②
受
診
券
　

③
問
診
票

対
し
て
町
の
委
託
す
る
業
者
（
ジ

ェ
イ
エ
ム
シ
ー
株
式
会
社
）
が
、

受
診
意
向
な
ど
に
つ
い
て
聞
き

取
り
の
た
め
に
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
国
保
・
後
期
高
齢
者
の
受

診
者
の
方
に
は
ご
み
袋
を
差

し
上
げ
ま
す
。

　
国
保
・
後
期
高
齢
者
の
方
で
令

和
9
年
３
月
31
日
ま
で
に
特
定
健

診
を
受
診
さ
れ
た
方
に
は
、
町
指

定
の
ご
み
袋
を
差
し
上
げ
ま
す
。

個
別
健
診
で
受
診
さ
れ
た
方
は
、

健
診
結
果
表
を
持
っ
て
住
民
福
祉

課
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

乳幼児健診日程乳幼児健診日程

■乳幼児健診
　受付／ 13：00～ 13：15　診察／ 14：00～

■1歳6カ月健診・3歳児健診
　受　　付／12：45～13：00
　歯科診察／13：30～14：00
　小児科健診／14：00～15：30

1歳6カ月児（令和
7年2月生まれ）
3歳児（令和5年6
月生まれ）

1歳6カ月児（令和
7年3月生まれ）
3歳児（令和5年7
月生まれ）

1歳6カ月児（令和
7年4月生まれ）
3歳児（令和5年8
月生まれ）

と　き 

ところ 

対　象 

10月14日（水） 11月11日（水） 12月16日（水）

田野町保健センター

10月１４日（水） 11月11日（水） 12月16日（水）

田野町保健センター

4カ月、6・7カ月、10カ月、12カ月

対象の方には通知
をいたします。

※令和８年度より、乳児健診と１歳６カ月児健診・３歳児健診を
同日に実施しています。

と　き

ところ

対　象

◀ なはり広報　NO.3687
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◀ なはり広報　NO.3689



自殺予防に関するお知らせ

いのちＳＯＳいのちＳＯＳ

よりそいホットラインよりそいホットライン

チャイルドラインチャイルドライン

いのちの電話いのちの電話

こころの健康相談統一ダイヤルこころの健康相談統一ダイヤル
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案
　
　
件

◆
報
　
告

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
　

（
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て
）

　

町
が
管
理
す
る
道
路
の
維
持
管
理

作
業
中
に
生
じ
た
物
損
事
故
に
関
す

る
損
害
賠
償
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
専
決
処
分
し
た
の
で
、
地
方

自
治
法
第
1
8
0
条
第
2
項
の
規
定

に
よ
り
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

1　

事
故
発
生
年
月
日

　

令
和
8
年
5
月
21
日
午
前
9
時
頃

2　

事
故
発
生
場
所

　
　

町
道
奈
半
利
川
堤
防
線

3　

相
手
方　
　

町
外　

会
社
法
人

4　

損
害
賠
償
額　
　

6
万
7
千
円

5　

示
談
の
内
容

　

本
件
示
談
の
他
、
甲
、
乙
間
に
は

一
切
の
債
権
債
務
関
係
が
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
。

6　

事
故
の
概
要

　

当
町
会
計
年
度
任
用
職
員
が
、
草

刈
り
機
を
使
用
し
て
の
除
草
作
業
中

に
小
石
を
は
ね
、
通
行
し
て
い
た
相

手
方
車
両
の
右
側
後
部
座
席
窓
ガ
ラ

ス
に
あ
た
り
、
破
損
さ
せ
た
物
損
事

故
。◆

人
　
事

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

下
記
の
者
を
監
査
委
員
に
選
任
し

た
い
の
で
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22

年
法
律
第
67
号
）
第
1
9
6
条
第
1

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
。

1　

氏
名　

寺
村　

賢
志

2　

生
年
月
日

　
　

昭
和
38
年
12
月
13
日

3　

住
所

　
　

奈
半
利
町
乙
2
8
4
番
地
5

（
賛
成
者
多
数
：
同
意
）

◆
契
　
約

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

令
和
8
年
度
加
領
郷
小
学
校
閉
校

跡
施
設
改
修
工
事
（
建
築
工
事
）
の

入
札
を
令
和
8
年
7
月
2
日
に
指
名

業
者
5
社
で
行
い
、
有
限
会
社
柴
原

建
設
が
、
1
億
7
、
6
0
0
万
円
で

落
札
し
た
の
で
、
同
業
者
と
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

1　

契
約
の
目
的

　

令
和
8
年
度
加
領
郷
小
学
校
閉
校

跡
施
設
改
修
工
事
（
建
築
工
事
）

2　

契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

3　

契
約
の
金
額

	

1
億
7
、
6
0
0
万
円

4　

契
約
の
相
手
方

　
　

田
野
町
9
4
3
番
地
1

　
　

有
限
会
社　

柴
原
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

柴
原　

大
典

（
賛
成
者
多
数
：
可
決
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

令
和
8
年
度
加
領
郷
小
学
校
閉
校

跡
施
設
改
修
工
事（
機
械
設
備
工
事
）

の
入
札
を
令
和
8
年
7
月
2
日
に
指

名
業
者
4
社
で
行
い
、
安
岡
水
道
工

事
店
が
、
6
、
1
6
0
万
円
で
落
札

し
た
の
で
、
同
業
者
と
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

1　

契
約
の
目
的

　

令
和
8
年
度
加
領
郷
小
学
校
閉
校

跡
施
設
改
修
工
事（
機
械
設
備
工
事
）

2　

契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

3　

契
約
の
金
額

	

　

6
、
1
6
0
万
円

4　

契
約
の
相
手
方

　
　

奈
半
利
町
乙
2
9
8
3
番
地
3

　
　

安
岡
水
道
工
事
店

　
　

代
表
者　

安
岡　

佳
代

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

令
和
8
年
度
加
領
郷
小
学
校
閉
校

跡
施
設
改
修
工
事（
電
気
設
備
工
事
）

の
入
札
を
令
和
8
年
7
月
24
日
に
指

名
業
者
6
社
で
行
い
、
株
式
会
社
四

電
工
高
知
支
店
が
、
9
、
8
7
8
万

円
で
落
札
し
ま
し
た
の
で
、
同
業
者

と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

1　

契
約
の
目
的

　

令
和
8
年
度
加
領
郷
小
学
校
閉
校

跡
施
設
改
修
工
事（
電
気
設
備
工
事
）

2　

契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

3　

契
約
の
金
額

	

　
　

9
、
8
7
8
万
円

4　

契
約
の
相
手
方

　

高
知
市
桟
橋
通
2
丁
目
2
番
25
号

　

株
式
会
社　

四
電
工
高
知
支
店

　

執
行
役
員
支
店
長　

片
岡　

考
司

（
賛
成
者
多
数
：
可
決
）

　令和８年第２回臨時会が、８月４日に招集された。竹﨑町長からの３期目就
任あいさつを受け、報告１件、人事１件、予算１件、その他３件各案件を原案ど
おり可決し閉会した。

　※６月定例会時の一般質問を掲載します。

●令和8年　第2回臨時会（8月）
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◆
補
正
予
算

○
令
和
8
年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
2
号

歳
入
歳
出
予
算

	

1
億
7
4
4
万
円
追
加

歳
入
歳
出
予
算
総
額

	

39
億
1
5
1
万
円

歳
入

　

国
庫
支
出
金

	

6
、
6
7
0
万
円
追
加

　

県
支
出
金	

1
5
5
万
円
追
加

　

繰
入
金	

2
6
8
万
円
追
加

　

町
債	

3
、
6
5
0
万
円
追
加

歳
出

　

農
林
水
産
業
費

	

2
6
4
万
円

　

追
加
災
害
復
旧
費

	

　

1
億
4
7
9
万
円
追
加

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

7
／
15　

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
夏
期
要
望
活
動

	
	

（
高
松
整
備
局
）

7
／
17　

郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

7
／
23　

中
芸
教
育
振
興
協
議
会
総

会

7
／
24　

ご
・
な
線
活
性
化
協
議
会

総
会

	

安
芸
広
域
事
務
組
合
議
会

定
例
会

7
／
29
～
30　

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
夏
期
中
央
要
望
活

動

7
／
30　

高
知
県
市
町
村
議
会
議
員

研
修
会

7
／
31　

四
国
土
砂
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
議
員
連
盟
総
会

8
／
3　

阿
佐
東
線
連
絡
協
議
会
総

会

8
／
4　

臨
時
会　

	

奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議

会
総
会

8
／
5　

高
知
県
町
村
議
会
議
長
研

修
会

8
／
7　

88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
議
会
定
例
会

8
／
13　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

8
／
15　

奈
半
利
町
戦
没
者
追
悼
式

8
／
16　

奈
半
利
町
港
ま
つ
り
祈
願

祭

8
／
27　

四
国
東
南
部
連
盟
総
会

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　【表決の状況】　　　　　　賛成○、反対×　※議長は表決をしないことになっています。

議　員　

　議　案　

木
下　

清

坂
本
年
男

瀬
川　

崇

竹
﨑　

稔

川
島　

巧

安
岡　

健

岩
内　

博

小
笠
原
良

中
川
和
明

大
西
洋
三

結　

果

監査委員の選任同意 無記名投票による表決 同意
工事請負契約の締結について（建築工事） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決
工事請負契約の締結について（機械設備工事） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

※　機械設備工事については、安岡議員が除斥となり表決をしないことになっています。
工事請負契約の締結について（電気設備工事） 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 可決
令和８年度奈半利町一般会計補正予算第１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

　

お問い合わせ先　担当課：地方創生課　　電　話：0887－38－7775

奈半利町における空き店舗状況の調査実施のお知らせ奈半利町における空き店舗状況の調査実施のお知らせ
　奈半利町では、地域のにぎわいづくりに向けた取り組みの一環として、町内における空き店舗の状況を把
握するための調査を実施いたします。調査では、商店として活用可能な物件の確認、所有者の方への聞き取
り等による意向の確認を予定しています。
　調査への御理解と御協力をお願いいたします。
　　■実施期間：令和８年10月１日～令和９年１月31日　※予定　■実施事業者：株式会社ゼンリン

無料合同労働相談会を開催します無料合同労働相談会を開催します
　「職場でパワハラを受けている」、「退職させてもらえない」、「突然解雇された」といった職場のさまざまな問題でお
悩みの方を対象に、国や県などの労働相談機関等が合同で無料相談会を開催します。
　当日は、弁護士、司法書士、社会保険労務士や行政機関の労働相談員といった専門家が面談または電話により
相談に対応しますので、お悩みの解決に向けたアドバイスを受けることができます。事業主の方の相談もお受け
しますので、お気軽にご相談ください。
　■相談日時：令和8年10月30日（金）　午前10時～午後5時
　■面談場所：高知県庁北庁舎（高知市丸ノ内2－4－1）※受け付けは4階、高知県労働委員会事務局で行います。
　■当日専用相談ダイヤル：088－821－4661（※当日の受け付けは午後4時30分まで）　※相談は事前予約優先、先着順です。
　■予約申し込み・お問い合わせ：高知県労働委員会事務局　TEL088－821－4645
　■予約受付期間：9月1日（火）午前9時～ 10月27日（火）午後5時
　この他、高知県労働委員会事務局では、随時ご相談をお受けしています。
【予約メールフォームURL・二次元コード】　https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/goudousoudankair8/
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こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

一
般

質
問この厳しい財政状況の中、今後どのよう

に行財政運営について考えているのか
　各課長をはじめ、職員一同誠意をもって、能力アップしながら、
　中長期的な見通し、計画を立て政策を推進していく／竹﨑町長

安岡　健  議員

行
財
政
運
営
全
般
に
つ
い
て

問　
国
の
構
造
的
な
財
政
赤
字
に
加
え

て
、新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
そ
の
後
の
国
際

情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、今
や
国
と
地
方
を

合
わ
せ
た
起
債
残
高
は
１
1
0
0
兆
円

を
超
え
た
。こ
の
巨
額
な
借
金
を
返
済
す

る
た
め
に
、こ
れ
か
ら
国
が
地
方
へ
の
歳

出
削
減
と
、様
々
な
増
税
を
さ
ら
に
行
う

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
状
況
の
中
、当
町

の
行
財
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
。見
解
を
伺
う
。

　
当
町
の
財
政
は
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
に
よ
る
地
域
経
済
の
縮
小
、
社
会

保
障
費
や
物
価
・
人
件
費
の
高
騰
に
よ

る
歳
出
圧
力
及
び
基
幹
税
収
の
減
を
含

め
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
社

会
保
障
費
の
増
加
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
、
物
価
・
人
件
費
の
高
騰
な
ど
、
い

ま
や
構
造
的
な
財
源
不
足
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、当
町
の
中・

長
期
的
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
伺
う
。

答　
寺
村
総
務
課
長

　

今
後
の
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

地
方
債
残
高
の
増
加
に
伴
う
公
債
費
の

増
加
や
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員

人
件
費
の
上
昇
、
物
価
高
騰
や
労
務
単

価
の
上
昇
に
伴
う
事
務
経
費
及
び
経
常

経
費
の
増
加
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に

よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
、
公
営
企
業

会
計
の
運
営
な
ど
、
多
く
の
経
費
で
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

厳
し
い
中
で
も
、
最
重
要
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
や
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
、

現
状
を
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
・
長
期
的
な
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
見
通
し
を
立
て
て
、
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
、
有
利
な
財
源
の
確
保
に
努
め

て
い
く
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
事
業
の

実
効
性
や
費
用
対
効
果
、
緊
急
度
を
勘

案
し
、
施
策
の
優
先
度
を
検
証
し
な
が

ら
、必
要
な
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
基
本
的
な
こ
と
で

は
あ
る
が
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
こ

の
状
況
を
十
分
に
認
識
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

問　
地
方
財
政
に
お
け
る
民
生
費
は
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費
（
高

齢
者
福
祉
・
国
保
・
介
護
・
児
童
福
祉
）

な
ど
の
増
大
に
よ
り
長
期
的
に
増
加
傾

向
に
あ
る
と
言
え
る
。
民
生
費
は
当
町

の
一
般
歳
出
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
ら
が

年
々
膨
ら
む
こ
と
で
他
の
事
業
を
圧
迫

す
る
要
因
に
も
な
り
う
る
問
題
と
考
え

る
が
こ
う
い
っ
た
財
政
状
況
の
中
、
住

民
の
福
祉
を
守
り
な
が
ら
民
生
費
削
減

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
つ
も
り
か
伺
う
。

答　
畠
中
住
民
福
祉
課
長

　

経
費
削
減
も
必
要
な
こ
と
で
は
あ
る

か
と
思
う
が
、
住
民
福
祉
の
維
持
・
向

上
と
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
両
立
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

民
生
費
は
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者

福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
生
活
困
窮
者

支
援
な
ど
、
住
民
の
生
活
を
支
え
る
た

め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
で

あ
り
、
行
政
と
し
て
果
た
す
べ
き
重
要

な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
検
証
や

見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
深
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
に
活
用
し
つ
つ
、
住
民
福
祉
の
向
上

と
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
両
立
に

努
め
て
い
く
。

問　
全
国
的
に
橋
や
道
路
、
上
下
水
道

の
多
く
が
、
経
年
劣
化
も
含
め
、
維
持

管
理
費
の
増
大
に
苦
慮
し
て
い
る
。
当

町
の
よ
う
な
小
規
模
自
治
体
ほ
ど
人
口

あ
た
り
の
イ
ン
フ
ラ
保
有
率
が
多
く
な

り
、
修
繕
・
更
新
コ
ス
ト
が
財
政
を
圧

迫
し
、
適
切
な
修
繕
計
画
を
立
て
た
と

し
て
も
、
見
直
し
等
で
先
送
り
さ
れ
る

計
画
も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
、
一
次
産
業
、
土
木
・
建

築
・
水
道
業
等
、
多
く
の
所
轄
事
業
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
今
後
の

事
業
計
画
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
見
解
を
伺
う
。

答　
利
岡
地
域
振
興
課
長

　

今
後
の
事
業
計
画
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
本
町
と
し

て
は
、
将
来
の
人
口
構
成
や
産
業
構
造

の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
農
林
水
産
業

の
生
産
基
盤
整
備
、
企
業
立
地
や
雇
用

創
出
に
資
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
、防
災
・

減
災
や
老
朽
化
対
策
な
ど
の
安
心
・
安

全
の
確
保
と
い
っ
た
複
数
の
政
策
目
的

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
総
合
計

画
や
各
分
野
の
個
別
計
画
の
整
合
性
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業

の
維
持
・
発
展
の
た
め
に
は
、道
路
、水

路
な
ど
の
生
活
基
盤
が
不
可
欠
で
あ

る
。
イ
ン
フ
ラ
を
減
ら
す
の
で
は
な

く
、一
次
産
業
の
生
産
性
向
上
や
担
い

手
確
保
に
直
結
す
る
整
備
を
行
う
こ
と

で
、地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、将
来
的

な
税
収
確
保
へ
つ
な
げ
、ま
た
、イ
ン
フ

ラ
維
持
の
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て

は
、優
先
順
位
付
け
を
明
確
化
し
、点
検

や
劣
化
度
、交
通
量
・
利
用
実
態
、防
災

上
の
重
要
度
な
ど
を
踏
ま
え
、真
に
緊

急
性
・
重
要
性
の
高
い
箇
所
に
予
算
配

分
で
き
る
よ
う
、計
画
を
適
時
見
直
し
、

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

町
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
住
み

続
け
ら
れ
る
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
課
題
は
あ
る
が
、
持
続
可
能
な
事

業
計
画
を
推
進
し
て
い
く
。

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

一
般

質
問

小笠原　良  議員
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長
谷
川
の
管
理
に
つ
い
て

聞
く

問　
今
、
全
国
的
に
集
中
豪
雨
が
発
生

し
、
大
き
な
災
害
が
起
き
、
各
自
治
体

は
危
険
個
所
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。

　
長
谷
川
河
川
の
堤
防
に
は
、
自
生
し

た
雑
木
、
ま
た
生
木
橋
の
下
流
の
堤
防

も
植
木
さ
れ
て
い
る
木
の
根
で
崩
壊

し
、
危
険
で
あ
る
。
崩
壊
す
れ
ば
多
大

な
被
害
が
発
生
し
、
住
民
の
生
命
が
危

険
と
と
ら
え
て
質
問
し
て
い
る
が
、
長

年
、
木
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

に
、河
川
危
機
管
理
が
で
き
て
い
な
い
。

管
轄
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
早
急

に
堤
防
の
調
査
対
策
を
求
め
る
が
、
そ

の
考
え
を
問
う
。

　
河
川
に
沿
っ
て
立
っ
て
い
る
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
斜
め
に
傾
き
、
基
礎
が
浮
い

て
い
る
箇
所
や
道
路
下
が
空
洞
に
な
っ

て
い
る
箇
所
が
数
十
箇
所
も
あ
る
。
ま

た
道
路
に
も
直
径
２０
㎝
く
ら
い
の
穴
が

３
カ
所
も
開
い
て
お
り
、
役
場
が
管
理

し
て
い
る
様
子
が
見
え
な
い
。役
場
は
、

こ
れ
ま
で
職
員
か
ら
町
長
に
声
を
届
け

ら
れ
ず
、課
長
だ
け
で
悩
ん
で
い
る
が
、

町
長
の
決
断
が
一
番
大
事
な
の
で
、
今

後
、町
長
と
し
て
即
決
し
て
対
応
す
る
、

そ
う
い
う
組
織
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
と
に
か
く
公
務
員
は
、
住
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
役
割
で
あ
り
、
私
た

ち
も
住
民
の
声
を
議
会
に
届
け
る
、
町

政
に
届
け
る
義
務
が
あ
る
。
ま
た
職
員

た
ち
も
そ
う
い
う
形
で
、
担
当
課
に
気

が
付
い
た
ら
教
え
る
と
い
う
よ
う
な
対

策
を
し
て
、
奈
半
利
町
を
守
っ
て
も
ら

い
た
い
。

 

答　
利
岡
地
域
振
興
課
長

　

現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
雑
木
や
植

木
の
根
に
よ
っ
て
崩
壊
の
危
険
性
が
あ

る
箇
所
が
見
ら
れ
た
。
地
域
住
民
に
経

緯
の
説
明
や
安
全
性
の
必
要
性
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
行
い
、
速
や
か
に
計
画

的
な
伐
採
を
進
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、

堤
防
内
部
の
土
砂
に
つ
い
て
は
、
隙
間

や
沈
下
が
生
じ
て
い
る
箇
所
が
数
十
カ

所
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
重
要
な
情
報
と

し
て
受
け
止
め
て
い
る
。
早
急
に
土
砂

の
補
充
や
締
固
め
な
ど
、
応
急
的
な
復

旧
を
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
。
こ
れ
ま

で
定
期
的
な
河
川
や
道
路
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
も
の
の
、
木

の
肥
大
化
や
堤
防
の
弱
体
化
を
未
然
に

防
ぐ
管
理
が
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
受

け
止
め
、
地
域
の
皆
様
が
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
海
岸
の
管
理
に

つ
い
て
聞
く

問　
海
浜
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ふ

る
さ
と
海
岸
の
北
側
の
道
な
ど
が
上
下

に
浮
き
危
険
で
あ
る
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
や
散
歩
を
し
て
い
る
方
々
の
中
に

は
、
つ
ま
ず
い
た
人
た
ち
が
お
り
、
早

急
に
現
地
を
見
て
、
補
修
す
べ
き
と
考

え
、
数
年
前
に
要
請
し
た
が
、
一
部
が

補
修
さ
れ
て
い
な
い
。
住
民
の
命
や
安

全
へ
の
配
慮
が
、
十
分
に
優
先
さ
れ
て

い
る
と
言
い
難
く
、
住
民
が
健
康
を
守

り
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
の
が
行
政
の

仕
事
で
あ
る
と
考
え
、
再
度
聞
く
。

　
早
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る

が
、
町
長
と
し
て
の
取
り
組
み
を
お
聞

き
し
た
い
。

答　
竹
﨑
町
長

　

全
般
的
な
こ
と
も
含
め
、
そ
の
よ
う

な
町
内
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
健

全
な
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
。

長谷川河川、ふるさと海岸の危険箇所
についてどのように考えているのか？
　町内の危険箇所については、健全な管理ができるよう
　努めていきたい／竹﨑町長

中川　和明  議員

議会を傍聴してみませんか ！

場所は、役場３階です
詳しくは、議会事務局：　38－8183まで

どのように会議を行っているのか、直接その様子を見たり、
聞いたりできます。ぜひ傍聴に足をお運びください。
どのように会議を行っているのか、直接その様子を見たり、
聞いたりできます。ぜひ傍聴に足をお運びください。
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食
糧
法
改
定
案
の
影
響
に

つ
い
て

問　
こ
の
法
案
の
内
容
を
把
握
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
こ
の
法
案
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
を
聞
き
た

い
。

答　
利
岡
地
域
振
興
課
長

　

食
糧
法
改
正
の
柱
は
、
大
き
く
3
つ

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

1
、「
多
様
化
す
る
流
通
実
態
の
把

握
強
化
」
で
、
米
穀
の
出
荷
・
販
売
業

者
に
加
え
、
加
工
・
中
食
・
外
食
の
事

業
者
を
追
加
す
る
。
届
け
出
事
業
者
の

拡
大
を
図
る
。
事
業
者
に
対
し
、
国
へ

の
定
期
的
な
在
庫
量
、
出
荷
・
販
売
量

等
の
報
告
を
義
務
化
、
届
け
出
・
定
期

的
報
告
の
適
正
性
を
担
保
す
る
た
め
罰

則
を
措
置
す
る
。
届
け
出
事
業
者
の
拡

大
や
定
期
報
告
の
義
務
化
、
罰
則
の
強

化
を
図
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

2
、「
備
蓄
制
度
の
見
直
し
」
と
い

う
こ
と
で
、
生
産
量
の
減
少
に
よ
る
供

給
不
足
、
需
要
量
の
増
加
等
に
よ
る
供

給
不
足
に
も
備
え
て
、
備
蓄
の
目
的
を

見
直
す
と
と
も
に
、政
府
備
蓄
に
加
え
、

一
定
規
模
の
民
間
事
業
者
に
、
基
準
量

以
上
の
米
穀
の
保
有
を
義
務
付
け
て
い

る
。

　

3
、「
需
要
に
応
じ
た
生
産
の
促
進
」

で
、
米
の
需
要
減
少
を
前
提
と
し
た
生

産
調
整
方
針
に
関
す
る
規
定
を
廃
止
。

生
産
者
の
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
に
主

体
的
に
努
力
す
る
こ
と
。
政
府
は
需
要

に
応
じ
た
生
産
を
促
進
す
る
こ
と
等
を

明
記
。
生
産
調
整
方
針
の
廃
止
や
、
需

要
に
応
じ
た
生
産
に
係
る
責
務
規
定
を

新
設
し
て
い
る
。

　

こ
の
法
案
で
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を

受
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
参
議

院
で
の
審
議
状
況
を
引
き
続
き
注
視

し
、
詳
細
な
こ
と
は
、
今
後
の
こ
と
に

な
る
と
思
う
。
国
や
県
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
収
集
し
、
奈
半
利
町
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
か
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
を
行
い
、
今
後
の
施
策
に

反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
こ
の
法
案
で
、
生
産
調
整
を
、
国

が
今
ま
で
や
っ
て
い
た
も
の
を
、
生
産

者
、
つ
ま
り
農
家
が
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
奈
半
利
町
の

稲
作
農
家
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
か
、
お
答
え
願
い
た
い
。

　
そ
れ
と
稲
作
か
ら
園
芸
作
物
へ
の
転

換
を
す
る
の
に
、
補
助
金
が
あ
る
と
聞

い
て
い
た
が
、
そ
れ
が
減
額
、
も
し
く

は
廃
止
に
な
る
と
も
聞
い
て
い
る
。
確

か
な
情
報
で
は
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
を
聞
き
た
い
。

　
答　
利
岡
地
域
振
興
課
長

　

生
産
量
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
現
在

審
議
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
お
答

え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
在
、

生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
国
は
平
成
30

年
以
降
、
米
の
生
産
量
の
目
標
配
分
を

廃
止
し
て
、
各
都
道
府
県
判
断
に
設
定

を
し
て
い
る
。
高
知
県
で
目
標
を
設
定

し
て
、
調
査
に
よ
る
面
積
を
基
に
、
個

人
の
方
が
主
体
的
に
行
っ
て
い
る
。
今

現
在
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
は

変
わ
ら
な
い
と
思
う
。

　

補
助
金
が
減
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
情
報
は
奈

半
利
町
の
方
に
も
入
っ
て
き
て
い
な

い
。
情
報
が
入
っ
て
き
た
ら
、
ま
た
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
中
学
校
の
副
教
材
に
つ

い
て

問　
奈
半
利
小
中
学
校
の
副
教
材
の
状

況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　
五
味
教
育
次
長

　

現
在
の
長
引
く
物
価
高
騰
の
折
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

子
ど
も
た
ち
が
等
し
く
質
の
高
い
教
育

を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
、
本
町
に
と
っ
て
も
重
要
課
題
の
一

つ
で
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
る
。

　

学
校
現
場
で
通
常
は
保
護
者
負
担
と

さ
れ
る
副
教
材
に
つ
い
て
は
、
令
和
7

年
度
の
小
中
学
校
の
学
年
の
平
均
に
は

な
る
が
、
1
人
当
た
り
約
1
万
8
千
円

程
度
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
国
語

辞
典
や
和
英
辞
典
、
音
読
プ
リ
ン
ト
や

各
種
ワ
ー
ク
、
個
別
最
適
な
学
び
を
推

進
す
る
た
め
に
導
入
し
て
い
る
A
I
ド

リ
ル
の
年
間
シ
ス
テ
ム
利
用
料
、
社
会

科
の
副
読
本
な
ど
、
約
1
万
2
千
円
程

度
の
公
費
負
担
を
す
で
に
予
算
措
置
し

て
い
る
。

　

こ
れ
は
、他
自
治
体
の
支
援
と
同
等
、

ま
た
は
そ
れ
を
上
回
る
規
模
の
負
担
軽

減
を
実
質
的
に
制
度
化
し
て
い
る
状
態

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
ま
だ
保
護
者
負
担
が
5
千
円
か

ら
6
千
円
程
度
あ
る
と
い
う
ふ
う
に

思
う
。
現
在
、
物
価
高
が
止
ま
ら
な

い
状
況
で
、
6
月
中
の
値
上
げ
が
1
，

0
7
8
品
目
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
物
価
高
の
折
に
、
も
う
少
し

ば
か
り
援
助
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い

か
ど
う
か
聞
き
た
い
。

答　
五
味
教
育
次
長

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
物
価
高

騰
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

の
状
況
が
続
い
て
い
く
中
で
、
新
た
な

国
の
補
助
制
度
の
創
設
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
今
後
の
動
向
を
見
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
隣
町
村
の
状
況
も
常
に
把

握
し
な
が
ら
、
有
効
的
な
制
度
が
あ
れ

ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

食糧改定案の奈半利町の農家に
対する影響は？
町内においても、生産者の立場と消費者の立場があるため、
お互い大きな影響がないように対応していきたい／竹﨑町長

川島　巧  議員
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お
知
ら
せ

○住宅耐震改修事業について

＜改修までの流れ＞

○ブロック塀等の改修事業について

○老朽化住宅除却事業について

　地震・津波等から避難する対策として避難路を確保
するために、ブロック塀等の改修事業を実施しています。
　地震時に倒壊の危険のあるブロック塀等の撤去や改
修にかかる費用に対して補助をするものです。対象は、
避難路に面しているブロック塀等（無筋・控壁、レンガ造、
石積みを言います）が対象となります。

お問い合わせは、
奈半利町役場総務課まで （３８－４０１１）

※事業費の4/5以内

対象 昭和５６年５月３１日以前に建てられた、
木造・非木造家屋（居宅であること） 
対象住宅の所有者申請者

補助金（上限）
40万 7千円

補助金（上限）
160万円

補助金（上限）　33万円
【例】木造家屋の場合
現在、耐震設計をされた方の設
計費用は、平均で33万円です。

耐震設計
補助金（上限）　165万円
※昭和５６年以降に建てられた
家屋でも診断により耐震性が
ないと診断された場合は改修
の補助金が使えます。 

耐震改修

※耐震診断を行うと、おおよ
その工事費が分かります。

耐震診断
木造住宅　個人負担無料

　当町では、南海地震対策のひとつとして住宅の｢耐震診断｣「耐震改修」「耐震改修工事」の事業を支
援しています。地震・津波から避難するには、まず皆さまが住んでいるご自宅の耐震化が必要ですので、
お気軽にお問い合わせください。

ご自宅の耐震大丈夫ですか？ご自宅の耐震大丈夫ですか？

　倒壊や火災により周囲の住民に被害を及ぼ
す恐れのある老朽化住宅（建築物）の除却を
行うものに対し、予算の範囲内において除却
工事に要する経費の一部を補助します。
※当該住宅の取り壊し費用、廃棄物処分費用（家
具の搬出、処分にかかる費用を含む）

　～健康教室の効果と参加者の声～
　昨年度、健康教室に参加して運動を学び、みんなと楽しく体を動かせたと感じた方が７割いらっしゃいました。「初めて参加し
たが楽しかった」「先生が面白かった」「運動がとても盛り上がって楽しかった」等の感想もいただいております。また、健康教室
に参加し筋肉測定を最初と最後で実施した結果、筋肉量が増加した人の割合は全体の52％でした。楽しく運動ができるの
で、初めての方もぜひご参加ください。

運動教室のご案内運動教室のご案内運動教室のご案内

教室の様子教室の様子

参加費
無料

【持ち物】 【服装】

会場 時間
※10/14と2/10は受付時間に測定を行います。お早めにお越しください。

2/10
限定

保健センター
タオル・水分補給のための飲み物 動きやすい服装

13：30～ 15：00（受付13：00～）

10月14日
11月11日
12月 9日
1月13日
2月10日

基本の筋トレ＆ストレッチ
肩こり・腰痛・膝痛の解消！

きれいな姿勢づくり
引き締め体操（おなか＆太もも＆お尻）

骨密度アップの運動

水

水

水

水

水

曜日日程 テーマ

「運動したいけど１人だと続かない」
「運動の正しい方法がわからない」

等のお悩みはありませんか？
健康運動指導士から楽しく続けられる運動を学びましょう♪

参加者の声
「先生が面白くて教室が楽しみ！」

「家でもできる運動を知れてよかった！」

大好
評

健康健健康健健康康康康健康康運動運動運動運動運動動動指指指指指導指導指導指導指導導指導士士士士士
岡岡岡岡田田田田田田田田田田田田先先先先先先先先先先先先生
健康運動指導士
岡田先生

講師紹介

無料で健康機器の測定ができます！無料で健康機器の測定ができます！無料で健康機器の測定ができます！ テレビや雑誌でも話題♪

体の部位別の
筋肉量や脂肪量を測定！
※ペースメーカー使用中および
　妊娠中の方は測定できません。

超音波方式で
約15秒で測定！

奈半利町　後期高齢者の皆様へ

in通いの場健康教室のご案内

奈半利町役場 住民福祉課　☎38-8181
※教室は町が委託するジェイエムシー株式会社が実施します。　※送迎が必要な場合は社会福祉協議会までご連絡ください。

“通いの場（普段は百歳体操等を実施）”と合同で教室を開催します。
健康運動指導士や管理栄養士に普段の悩みをぜひご相談ください。
初めての方も大歓迎！まずは1度ご参加ください。

体組成測定ができます
第3回の教室は

きますきますす
室は室は

体の部位別の筋肉量や、
脂肪量が分かります。

持ち物

時 間

水分補給できるもの

10：00～11：30（受付 10：00～）
※受付時間に健康機器の測定を行います。お早めにお越しください。

※運動ができる服装で参加ください。

大歓迎！
1回のみの
参加も

奈半利町社会福祉協議会　☎38-7346申込先

岡田先生 前田先生

無料！
参加費

第2回 第3回

加領郷漁民センター

樋ノ口いこいの家

保健センター

会 場

11/19(木 )

11/17( 火 )

11/24( 火 )

2/1( 月 )

2/9( 火 )

2/2( 火 )

「食事の話」
「運動③」

●管理栄養士
●健康運動指導士

「運動②」
●健康運動指導士

●体組成計の測定

講師紹介

※ペースメーカー使用中および
妊娠中の方は測定できません。
※素足で測定します。

10/14
限定
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後期高齢者健康診査情報提供(みなし健診)事業とは・・後期高齢者健康診査情報提供(みなし健診)事業とは・・

　「みなし健診」とは、通院している医療機関から健康診査に
該当する検査値等を保険者（高知県後期高齢者医療広域連合）
に情報提供をしてもらうことで、「健康診査を受診した」とみ
なす仕組みです。

●対象
　本年度、後期高齢者健康診査を受診されていない方で、通院している医療機関に該当する
検査値等がある方に個別に通知します。

●情報提供可能な医療機関が対応できる期間

　個別通知後～令和9年3月31日

●通知が届きましたら・・・ 

　お手元に個別通知が届きましたら、封筒内の「令和8年度健康診査情報提供書」の【患者
様記入欄】【問診等】に記入して、封筒内のお手紙と一緒に、「情報提供可能な医療機
関」に受診される際にお持ちください。

●お問い合わせ先 

　　 高知県後期高齢者医療広域連合 事業課  保健適正化担当  ☎088－821－4677

　　■日　　時　10月24日（土）　午前9時から
　　■開催場所　奈半利小学校体育館
　　■対 象 者　10月24日現在で満75歳以上の後期高齢者の皆様

　対象の方には案内状をお送りしています。ご不明点等ございましたら、奈半
利町住民福祉課（0887－38－8181）にお問い合わせください。 

令和８年度敬老会について令和８年度敬老会について

◀ なはり広報　NO.36817
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全国地域安全運動　全国地域安全運動　10月11日（日）～10月20日（火）
　安全で安心できる街づくりを目指して、全国一斉に実施される「全国地域安全運動」。
この期間中、安芸地区地域安全協会と安芸警察署では、地域安全推進員をはじめとする

地域の防犯団体等と連携して、「みんなで　つくろう　安心の街」をスローガンに、各種地
域安全活動を推進します。みなさんもこの機会に、地域の安全や家庭の防犯について確認
し合い、事件・事故のない安心・安全な街づくり・家庭づくりに取り組みましょう。

安芸地区地域安全協会・安芸警察署

奈半利町総合美術展　作品募集奈半利町総合美術展　作品募集
　令和8年11月28日（土）～12月4日（金）まで、奈
半利町民会館にて、第52回奈半利町総合美術展を
開催します。以下の期間において、作品の募集を行
いますので、ぜひこの機会にご出品ください。皆様
の個性あふれる力作をお待ちしています。

　「にっぽん縦断こころ旅2026“秋の旅”」がNHKにて放送されます。 
　「にっぽん縦断こころ旅」とは…。 
　個人のこころの中にある思い出の場所、心に残っている風景などのその場所にまつわる個人のエピソ
ードを紹介し、視聴者から寄せられる一通の手紙に記される「忘れられない風景」をもとに、旅人が自転
車で地元の人々と触れ合いながら旅をする番組です。 
　そして今回高知県が訪問先となっており、皆様から「何げない風景」「思い出の風景」「忘れられない
風景」「みんなに伝えたい風景」「音の記憶と重なる風景」など、さまざまな風景や その場所にまつわる
エピソードを募集します。 旅の成功の鍵は皆様からのお便りです。ぜひ、ご応募ください。 

〈お問い合わせ先〉　奈半利町文化協会事務局（奈半利町教育委員会）　TEL：38－8188

「にっぽん縦断こころ旅」お手紙募集について「にっぽん縦断こころ旅」お手紙募集について

■主　　催　文化庁・厚生労働省・高知県・よさ
こい高知文化祭2026高知県実
行委員会・奈半利町文化協会

■出品対象者　奈半利町に在住または勤務して
いる方（町外に在住の方の出品
を認める場合もあります）

■搬入期間　令和8年11月2日（月）～11日（水）
午前9時～午後5時（正午から午
後1時の間および土日を除く）

■出品点数　制限しない
■出 品 料　無料
　　　　　　※出品される際に、出品目録をご提

出いただきます。

第52回奈半利町総合美術展

心を込めた作品の数々で、
会場を彩りませんか？

【概要】  ■番組名：にっぽん縦断こころ旅2026“秋の旅”  ■放送局：NHK 
 ■応募方法：①番組HP（http：//one．nhk/kokorotabi） ②FAX 03－3465－1327 
   ③はがき・封書 〒150－8001 NHK「こころ旅」係 ※住所は不要です
 ■応募締切：2026年10月26日（月）必着   ■高知県の放送予定：2027年2月8日（月）から
 ■詳細・問い合わせ：①NHKふれあいセンター 0570－066－066 （ナビダイヤル）
                               050－3786－5000（ナビダイヤルが使用できない場合）
 　　　　　　　　             ②番組HP（https：//one．nhk/kokorotabi）

　国では、毎年９～10月を「行政相談月間」と定めています。奈半利町でも、「一日行政相談所」を開設し
ますので、お気軽にご利用ください。※相談無料、秘密厳守 
　　■日　　時　10月15日（木）９時～15時　　■場　　所　奈半利町立福祉センター
　　■行政相談委員　中島 二男　
　　■お問い合わせ先　高知行政監視行政相談センター　☎ ０８８－８２４－４１００

行政相談月間 ～ 困ったら一人で悩まず行政相談 ～行政相談月間 ～ 困ったら一人で悩まず行政相談 ～
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あなん健康まつり 10．18（日）
9：30 ～ 阿南市文化会館 阿南市保健センター

0884−22−1590

第41回全国足利氏ゆかり
の会総会開催記念講演

『江戸時代の阿波公方』

10．27（火）
15：30 ～

阿南市文化会館
夢ホール

阿南市文化振興課
0884−22−1798

ナカまつり 10．17（土）
10：00 ～ 15：30 道の駅鷲の里 那賀町観光協会

0884−62−1198

由岐伊勢エビまつり 10．25（日）
9：00 ～ 14：00

美波町由岐駅前
グラウンド

美波町商工会由岐支所
0884−78−0249

とくしま海陽オープン
ウォータースイム

10．25（日）
時間未定

海陽町竹ヶ島
マリンジャム

海陽町観光協会
0884−76−3051

むろとマルシェ
in海の駅とろむ

10．18（日）
10：00 ～ 15：00 海の駅とろむ 室戸市観光ジオパーク推進課

0887−22−5161

室戸岬灯台まつり
10．31（土）・11．1（日）
（土）17：00 ～ 19：00
（日）10：00 ～ 15：00

室戸岬灯台周辺 室戸市観光協会
0887−22−0574

15回奈半利町ちびっこ
トライアスロン

10．18（日）
8：00 ～ 14：00 ふるさと海岸 奈半利町地方創生課

0887−38−7775

龍馬が慕った髙松順蔵没
後150年記念企画展「旅す
る順蔵、土佐東をめぐる」

9．5（土）～ R9．3．7（日）
9：30 ～ 17：00

（最終入館：16：30）

安田まちなみ
交流館・和

安田まちなみ交流館・和
0887−38−3047

特別展「黒岩涙香」
8．8（土）～ 12．6（日）

9：00 ～ 17：00 休館日：月曜日
（祝日は開館、翌平日休館）

安芸市立
歴史民俗資料館

安芸市立歴史民俗資料館
0887−34−3706

全国商い甲子園 10．25（日）
10：00 ～ 13：00 安芸本町商店街 安芸本町商店街

0887−34−3033

ウクレレワークショップ 10．31（土）
13：30 ～ 14：45 琴ヶ浜野外劇場周辺

よさこい高知文化祭2026
芸西村実行委員会芸西村教育
委員会内0887−33−2400

琴ヶ浜竹灯りの宵 10．31（土）
15：00 ～ 20：30 琴ヶ浜野外劇場周辺

芸西村竹あかり実行委員会
芸西村役場企画振興課内

0887−33−2114

四国南東部イベント情報コーナー四国南東部イベント情報コーナー
　令和4年11月24日、線路と道路の両方を走るDMV=デュアル・モード・ビークルが結ぶ徳島県南部
と高知県東部の自治体や観光団体などが連携して観光客の誘致を図るため、新たに「四国南東部広域
観光連携協議会」を設立しました。この取り組みの一環として、域内のイベント情報をご紹介します。
ちょっと足をのばして出かけてみませんか。

★各地のイベント情報

（一社）みなみ阿波観光局 （一社）高知県東部観光協議会

※内容の詳細については、上記問い合わせ先までお問い合わせください。
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日本遺産「森林鉄道から日本一のゆずロードへ」
─ゆずが香り彩る南国土佐・中芸地域の景観と食文化─
日本遺産「森林鉄道から日本一のゆずロードへ」
─ゆずが香り彩る南国土佐・中芸地域の景観と食文化─

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
☎　0887-30-1865
      yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
☎　0887-30-1865
      yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.110～
日本遺産　第3号認定　登録番号51

【 英語版パンフレットを作成しました】

　昨年度刷新した日本遺産ゆずとりんてつのパ
ンフレットの英訳版を作成しました。構成文化財
名の翻訳や、日本の歴史をあまり知らない方に
も分かるような説明に少々苦労しましたが、海外
の方にも中芸地域を知っていただけるよう、日本
遺産ゆずロードミュージアムへの配架、観光施
設やイベント出展での配布を行っていきます。
　お知り合いなどへお渡ししたい場合は、協議
会事務局へご連絡ください。

　私の幼少期の中芸のゆずは、今とは少し違う風景だった
なあと思い出すときがあります。ゆずの木は日当たりが悪く
ても育つ分、日差しを求めて高く高く成長します。今は高い
ところにある実を高枝バサミで1つずつ採りますが、当時は
長い棒の先のフックを枝や実の根元に引っ掛けて、ゆすっ
たり引っ張ったりして落としていました。そして、フックをひっ
かけてゆすっても落ちないし高枝バサミも届かないときは、
一番大きな梯子に登って高枝バサミで採っていました。こ
れらの作業は力仕事なため、父や祖父の担当でした。私や
妹の仕事は落ちたゆずの実を拾うことで、土の袋を再利用
して作った収穫袋をいかに素早く満杯にできるかを工夫し
ながら作業するのが楽しかったものです。母や叔母たちは
家で搾り器や貯蔵用の樽、搾った後詰める瓶の準備もして
くれていて、収穫したゆずを持って帰ったら機械にひたすら
投入し、大きな樽がいくつもいっぱいになるのが我が家
の風物詩でした。

低く整えられたゆず畑

コラム
　
　中芸のゆずの移り変わり

　近頃のゆず農家さんは木の高さも調節して育てているそ
うで、高枝バサミで採れるくらいの高さの木が増えています。
また、幼少のころは安田町でゆず栽培をしているところは少な
く、今、安田川アユおどる清流キャンプ場や味工房じねんの周
辺にゆず畑が広がっているのを見ると、時代は変わっていっ
てるんだなあと感じます。魚梁瀬森林鉄道は敷設開始から終
焉まで50年ちょっとでした。そう考えると、ゆずはもうかなりの
歴史があります。文化や風景が変わっても、地域を代表する
「あってあたりまえ」の産業があり続けるといいな、と思います。

ゆ
ず
の
木
は
高
さ
10
m
に
な
る
こ
と
も

FacebookHP Instagram X（Twitter）
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　多くの水道管は、その中心部の流れが速く、そ
の周りの水道水はゆっくり滞留気味に流れていま
す。火災などによる消火活動により大量の水道水
が一気に動くと、水道管の内側に付着した鉄分が
はく離することで、赤水などの濁り水が皆さんの
ご家庭の蛇口から出る場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　
　ご家庭で赤水などの濁り水が発生した場合は、
しばらく流していただき、元のきれいな水に戻っ
たことを確認のうえお使いください。

　なお、水を流すときは、まず、散水栓などで水を
流してください。給湯器などを通した蛇口で水を
流すと、機器の故障の原因になる場合がありま
す。
　また、少量の赤水などの濁り水を飲んでしまっ
た場合も、直ちに人体へ悪影響を及ぼすことはあ
りませんが、水に明らかに色が付いているときは、
飲用は控えていただきますようお願いします。
　しばらく流しても水道水がきれいにならない場
合は、役場水道担当に連絡してください。
　また、ご不明な点がございましたら中芸広域連
合消防本部【警防係】までご連絡ください。

　令和７年８月１日から、小型充電式電池（リチウムイオン電池・モバイルバッテリー
等）の回収を始めます。回収はお近くのごみステーションに、有害・危険ごみの日に
出すようにしてください。
【注意事項】
●膨れているものでも回収可能ですが、熱を帯びているもの・発火しているものは出さないでください。
●絶縁のために、電池の+極と－極にセロハンテープ等を貼って電気が流れないようにしてください。
●他の電池を回収する箱には入れないようにしてください。
●自動車用及びバイク用バッテリーなどの鉛蓄電池については対象外です。個人の責任により適切に処理
してください。

火災などにより消火栓を使用した場合に
発生する水道の濁り水の対処方法について
火災などにより消火栓を使用した場合に
発生する水道の濁り水の対処方法について

小型充電式電池の回収が始まります小型充電式電池の回収が始まります

四国電力送配電㈱からのお知らせ四国電力送配電㈱からのお知らせ

　四国電力送配電では、停電情報をタイムリーにお届けするためのＬＩＮＥ公式アカ
ウントを活用したサービスを配信しています。登録・利用は無料※ですので、万一に
備えてぜひ、登録してください。　※データ通信料はお客さま負担となります。

水道水が濁る原因

 濁り水が発生した場合は

☎０８８７－３８－２６４３

　火災などが発生した時は、水道管に設置されている消火栓を使用して消火活動を行うことがあり、
消火栓を使用すると、火災などの発生現場の近くの水道水に、濁り水が発生する場合があります。
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芥川賞　ゾンビ回収婦／小砂川チト
直木賞　けんぐゎい／朝倉かすみ

◀ なはり広報　NO.36821



エネルギー：97kcal　たんぱく質：9.4g　脂質：1.9g
カルシウム：77mg　食塩相当量：0.6g

切干大根 …………………20g
きゅうり ………………1/2本
鶏ささみ ………………… 1本
ミニトマト ……………… 3個
　　　ぽん酢 ……… 大さじ1
　Ａ　すりごま …… 小さじ1
　　　ごま油 ……小さじ1/2

★作り方
鶏ささみは全体をフォークで刺して酒（分量外）をふ
り、ふんわりとラップをかけたら600Wの電子レンジ
で1分加熱する。裏返してさらに1分加熱し粗熱が取
れたら手で食べやすい大きさにさく。　
きゅうりは縦半分に切り、スプーンの柄を使って種を
かき出すようにして除き、5㎜幅の斜め切りにする。
切干大根は水で軽く洗って、たっぷりの水で戻したの
ち水気を絞る。ミニトマトはヘタを取り4等分に切る。
ボウルにAを入れ混ぜ、ささみとミニトマトを加えて混
ぜ合わせる。
切干大根ときゅうりも加えて、切干大根をほぐすよう
に混ぜ合わせて器に盛る。

1

2
3
4
5

材料　

噛み応えのあるレシピの紹介噛み応えのあるレシピの紹介
切干大根と
ささみのごま酢和え

（2人分）

今日の食卓に、噛みごたえのある一品をプラスしてみませんか！

思ったよりも食べ過ぎたなと
思うことが多い…

会食の時、他の人よりも早く
食べ終わってしまう…

食事を味わって食べることが
あまりない…

あまり噛まなくてもよいもの（めん
類）を選びがちである…

加熱していない切干大根は噛み応えがあり、噛むほどうま味
もでてくるため、噛む習慣をつけたい方におすすめです。

食品ロスを減らそう!食欲の秋こそ、ゆっくり食べよう！
～「速食い」はメタボに
　　つながりやすい！？～

こんなことはありませんか？例えば・・・

「これならできる！」から始めよう　速食い習慣の改善

☆　一緒に食事をする人より、先に食べ終わらない。
☆　食べるのが遅い人のペースに合わせる。
☆　スマホやテレビを見ないで、食べることに集中する。
☆　一口の量を減らして、よく噛むことを意識する。
☆　一口一口を味わうことを意識する。
☆　一口あたりの噛む回数を決める（例：一口30回噛む）
☆　時々、箸をおく。
☆　噛み応えのある料理・食事を選ぶ。 厚生労働省　健康づくりサポートネットより引用

速食いしがちだと、
どうなる？
　食べ過ぎは肥満と
関連することがわか
っています。
また、食べる速さが
「速い」人は、「ふつ
う」の人に比べて3年
後にメタボリックシン
ドロームと診断され
た割合が増加することが報告されています。

どうして速食いはメタボになりやすい？
　食べるのが速いと、食事量や摂取エネル
ギー（カロリー）が多くなりやすいことが報
告されています。摂取エネルギーが多いこ
とで肥満になりやす
く、また、同程度の
体重増加であって
も、速食いだと、より
メタボリックシンド
ロームになりやすい
ことも示唆されてい
ます。

　食欲の秋。おいしいものが増えるこの季節は、ついつ
い食べ過ぎてしまうこともありますね。実は、食べる速
さが速い人は、ゆっくり食べる人に比べてメタボリック
シンドロームになりやすいことが知られています。
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♥たくさん食べて、遊んで、笑って大きく
なってね！

戸梶　真暉 君
令和7年10月8日　出生
父：誠さん　　母：綾奈さん

♥これからも元気にすくすくと大きく育
ってね。

岡村　楓翔 君
令和7年10月30日　出生
父：龍磨さん　　母：かえでさん

ふうと

まさき

◀ なはり広報　NO.36823



　6月からプールが始まり、約３カ月がたとうとしています。はじめは水温も低く、なかなか
泳ぐことに抵抗があった子どもたちですが、少しずつ気温が上がってくると、「先生今日もプールできる？」と
毎日のプール遊びを楽しみにしています。水の冷たさに慣れてくると、動きもダイナミックになり、今では潜っ
て泳いだり、宝探しをしたりして楽しんでいます。「先生見よってよ！」とできるようになった自分なりの泳ぎ
方を、自慢げにアピールしてくれます。
　乳児部の子どもたちは、ワニ泳ぎをしたり、お玉やじょうろを使ってプール遊びを楽しんだりする姿があり
ます。０歳児は、おもちゃを使って遊んだり、１・２歳児は、足を伸ばしたり、大の字になったりしながら解放
感を味わいながらプールを楽しんでいます。一人一人の「やってみたい」「楽しい」気持ちを大切にしながら、安
心できる雰囲気の中で、夏ならではの遊びを楽しんでいます。

　７月11日（土）に夕涼み会を行いました。年長児の太鼓のステージ発表では、毎日たくさ
ん練習してきたからこそ、元気な掛け声とともに、自信たっぷりの力強い演奏となりまし
た。また、子どもたちは浴衣や甚平を着て、よさこい正調踊りやなはり小唄を踊ったり、ビン
ゴゲームや射的、スタンプラリーなどでうれしそうに遊んだりする姿が見られ、お祭り気分
を味わえたことと思います。たくさんの保護者の方のおかげもあり、とても楽しい夕涼み会になりました。

　８月７日（金）にアユのつかみどりがありました。お天気はあいにくの雨でし
たが、朝から「魚いっぱいとる！」と目を輝かせていた子どもたち。寝転んで一
緒にアユと泳ごうとしたり、コツをつかんで両手に１匹ずつアユをつかまえて
いたりと、それぞれの楽しみ方でお魚つかみに積極的に参加する子どもの姿
が見られました。また、自分たちでとったアユを保護者と一緒に食べることが
でき、喜んでいました。おいしかったようで、おかわりをねだる可愛らしい子ど
もたちでした。
　乳児部では、先生がつかまえたアユを触ったり、自分でつかまえたりしなが
ら魚とのふれあいを楽
しむ子どももいれば、
めったに見ない魚の動
きや、顔に驚く子ども
もいました。奈半利川
淡水漁業協同組合の
皆様、貴重な体験をさ
せていただきありがと
うございました。

プール遊び

夕涼み会

楽しかったお魚つかみ

高知県の情報ポータルサイト 奈半利町の広報も掲載中！＼ 広報なはりデジタル版 ／

こども園だよりこども園だよりこども園だより
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